
１．経営成績等の概況

 

(1)当期の経営成績の概況

全般的状況 

 当期の経済情勢は、米国では回復が続き、欧州でも緩やかな回復基調で推移し、アジアでは中国において景気に減

速感が強まるなど、世界経済は力強さを欠きながらも緩やかな回復が続きました。国内経済は、一部に改善の遅れも

みられるものの、緩やかな回復基調をたどりました。

 このような状況の下、当社グループは、当期を初年度とする３ヵ年の中期経営計画「Change & Challenge 2018」

を始動し、「持続的成長を可能にする経営基盤の強化」「資源・エネルギー・地球環境問題への対応と貢献」という

基本方針の下、各セグメントの収益力向上を推進するとともに、各事業課題の解決に向け取り組んでおります。当期

においては、全般に円高の影響を受けるとともに、化学セグメントでは一部製品の原料価格高や国内アンモニア工場

の定期修理を実施したことによるコストの増加等、建設資材セグメントではセメントの国内需要減少や輸出環境悪化

等の影響もあり、連結営業利益では減益となりましたが、当期は大きな特別損失の計上がなく、親会社株主に帰属す

る当期純利益は増益となりました。 

 この結果、当社グループの連結売上高は前期に比べ２５１億８千７百万円減の６，１６５億６千３百万円、連結営

業利益は６４億４千８百万円減の３４９億６千万円、連結経常利益は６２億７千２百万円減の３３３億４千８百万

円、親会社株主に帰属する当期純利益は５０億７千４百万円増の２４１億８千５百万円となりました。 

 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

当  期 ６，１６５億円 ３４９億円 ３３３億円 ２４１億円

前  期 ６，４１７億円 ４１４億円 ３９６億円 １９１億円

増 減 率 △３．９％ △１５．６％ △１５．８％ ２６．６％

 

 また、当社単独では、売上高は前期に比べ２３８億４千７百万円減の２，７７９億５千９百万円、営業利益は 

１１５億２千１百万円減の１４３億５千６百万円、経常利益は１０８億７千万円減の１６８億５千万円、当期純利益

は２２億４千１百万円増の１３９億６千８百万円となりました。 

 

セグメント別状況 

 セグメント別の業績は以下のとおりです。

 

化学セグメント 

 ナイロン樹脂の出荷は食品包装フィルム用途を中心に堅調に推移しましたが、原料価格上昇の影響を受けました。

ナイロン原料のカプロラクタムは、中国での供給能力過多の状況は継続していますが、市況は回復傾向で推移し、海

外ではアンモニアなど副原料の価格低下も寄与しました。アンモニア製品の出荷は、工場の定期修理を実施したこと

もあり、低調でした。ポリブタジエン(合成ゴム)はエコタイヤ用途を中心に出荷は概ね堅調でしたが、原料価格上昇

の影響を受けました。 

 リチウムイオン電池材料はセパレータ、電解液ともにエコカーなど車載用途で、出荷は伸長しました。ポリイミド

フィルムやファインケミカル製品の出荷は概ね堅調でした。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ８３億７千２百万円減の２，５８３億６千４百万円、連結営業

利益は２４億２千６百万円減の９６億５千７百万円となりました。 
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項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 ２，５８３億円 ９６億円

前  期 ２，６６７億円 １２０億円

増 減 率 △３．１％ △２０．１％ 

 

 

医薬セグメント

 自社医薬品の血圧降下剤、抗アレルギー剤、抗血小板剤ともに原体の出荷は伸長しました。受託医薬品の原体・中

間体の出荷も概ね堅調に推移しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ１６億９千５百万円増の１０９億７千５百万円、連結営業利益

は１３億９千１百万円増の２４億９千６百万円となりました。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 １０９億円 ２４億円

前  期 ９２億円 １１億円

増 減 率 １８．３％ １２５．９％ 

 

建設資材セグメント

 セメント・生コン製品の国内出荷は、需要減少の影響を受けました。セメント輸出は、出荷は堅調でしたが、市況

は軟化傾向に推移しました。カルシア・マグネシア製品の出荷は概ね堅調に推移しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ１０１億７百万円減の２，２７２億３千６百万円、連結営業利

益は３５億７千７百万円減の１６２億６千４百万円となりました。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 ２，２７２億円 １６２億円

前  期 ２，３７３億円 １９８億円

増 減 率 △４．３％ △１８．０％
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機械セグメント 

 竪型ミルや運搬機等の産業機械は、国内、輸出ともに出荷は低調でした。自動車産業向けを中心とする成形機は、

国内の出荷は堅調でしたが、輸出は為替影響もあり低調でした。各製品のサービス事業や製鋼品の出荷は堅調に推移

しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ１７億６千７百万円減の７１６億６千８百万円、連結営業利益

は９億２千９百万円減の３６億７千１百万円となりました。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 ７１６億円 ３６億円

前  期 ７３４億円 ４６億円

増 減 率 △２．４％ △２０．２％ 

 

エネルギー・環境セグメント

 石炭事業は、販売数量およびコールセンター（石炭中継基地）での預り炭の取扱い数量が、ともに前期を下回りま

した。電力事業は、自家発電所の定期修理の影響を受けました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ９２億８千４百万円減の５９７億８千２百万円、連結営業利益

は１０億１百万円減の２８億５千５百万円となりました。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 ５９７億円 ２８億円

前  期 ６９０億円 ３８億円

増 減 率 △１３．４％ △２６．０％ 

 

その他のセグメント

 その他の連結売上高は前期に比べ４２億７千２百万円減の１２５億２千万円、連結営業利益は３億８千８百万円減

の７億５千４百万円となりました。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 １２５億円 ７億円

前  期 １６７億円 １１億円

増 減 率 △２５．４％ △３４．０％ 
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当期に実施した主な施策など 

 

化学セグメント

◆昨年８月、堺工場内に大阪研究開発センターを開所しました。同センターでは、要素技術研究～開発～生産技術ま

でを一貫して、効率的かつ世の中の流れに即応した研究開発を行い、将来の新製品を創出する中心拠点としていきま

す。

◆昨年９月、車載用リチウムイオン電池向けなどの需要増大に対応するため、堺工場でのセパレータの能力増強を決

定し、着手しました（来年４月完工予定）。この増強により、宇部ケミカル工場と堺工場での年産能力は合計２．５

億㎡になります。 

◆昨年10月、世界的に拡大し続ける高付加価値ナイロンの需要に対応するため、ウベ・コーポレーション・ヨーロッ

パ社（スペイン）にて、年産４万トンのナイロン６生産設備の増設を決定し、着手しました。稼動開始は来年２月を

予定しており、ウベ・コーポレーション・ヨーロッパ社のナイロン６の年産能力は、合計７万トンとなります。 

◆昨年10月、当社と三菱化学（株）（現 三菱ケミカル(株)）は、両社の中国におけるリチウムイオン電池用電解液

事業で提携することについて合意しました。 

◆本年２月、当社と山形大学で共同開発した、有機溶媒に溶ける新しいN型有機半導体を、山形大学発のベンチャー

企業である（株）フューチャーインクにライセンス供与する契約を締結しました。（株）フューチャーインクは本年

５月にN型有機半導体サンプルの有償販売を開始する予定です。 

◆当社と三菱レイヨン（株）(現 三菱ケミカル(株)以下省略)及びJSR（株）はABS樹脂事業の統合について、本年３

月に、当社と三菱レイヨン（株）がそれぞれ50％ずつ出資するUMG ABS（株）とJSR（株）の完全子会社であるテクノ

ポリマー（株）とで本年10月を目処に事業統合することを決定しました。なお、統合後の新会社は、当社と三菱レイ

ヨン（株）及びJSR（株）の３社で共同して運営していきます。 

 

 

建設資材セグメント 

◆昨年９月、宇部マテリアルズ（株）はタイ・バンコクに塩基性硫酸マグネシウム「モスハイジ」の製造・販売会社

ウベ・マテリアルズ・タイランド社を設立しました。モスハイジは自動車の軽量化に寄与する樹脂添加剤であり、地

球温暖化対策やCO2排出量削減に向けた世界的な自動車軽量化ニーズを背景に、需要が拡大しています。

◆宇部伊佐鉱山では、昭和23年からセメント等の原料になる石灰石の採掘を行っていますが、昨年11月に累積出鉱量

が５億トンに達しました。国内で５億トンに達した石灰石鉱山は、宇部伊佐鉱山で２例目となります。 

 

 

機械セグメント

◆米国・ミシガン州にあるウベ・マシナリー社は、近年自動車関連メーカーが、米国中南東部や南部地域に多くの製

造工場を設立していることを受け、昨年８月、ケンタッキー州レキシントン市に販売・サービス拠点を開設し、営業

を開始しました。

◆昨年７月、宇部興産機械（株）は、三菱重工業（株）より同社の連結子会社である三菱重工プラスチックテクノロ

ジー（株）の株式譲渡を受ける契約を締結し、本年１月に株式譲渡を完了しました。これにより、三菱重工プラスチ

ックテクノロジー（株）は新体制の下、U-MHIプラテック（株）と社名変更し営業を開始しました。また、宇部興産

機械（株）は、同社とU-MHIプラテック（株）との両社製品を取り扱う販売会社U&Mプラスチックソリューションズ

（株）を設立し、営業を開始しました。
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(2)当期の財政状態の概況 

資産については、現金及び預金が５８億２千９百万円減少しましたが、受取手形及び売掛金が１８３億３千９百万

円、商品及び製品などのたな卸資産が６７億１千９百万円、有形固定資産が７６億４千３百万円増加したことなどに

より、２９５億９千６百万円増加し７，０９３億７千９百万円となりました。 

負債については、有利子負債が６２億２千７百万円減少しましたが、支払手形及び買掛金が１８０億６千２百万円

増加したことなどにより、８８億１千７百万円増加し３，９８９億７千８百万円となりました。 

純資産については、利益剰余金が配当により５３億円減少する一方、親会社株主に帰属する当期純利益により

２４１億８千５百万円増加したことなどにより、２０７億７千９百万円増加し３，１０４億１百万円となりました。 

 

(3)当期のキャッシュ・フローの概況 

営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前当期純利益３２９億３千３百万円、非資金項目である減価償却

費３４４億９千万円、法人税等の支払額１０２億２千７百万円などにより、５３４億１千８百万円のキャッシュ・イ

ンとなりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは有形及び無形固定資産の取得による支出４１８億６千７百万円などにより、

４０８億２千９百万円のキャッシュ・アウトとなりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは長期借入れによる収入２０５億６千２百万円などがあったものの、長期借入

金の返済による支出２１３億６百万円、社債の償還による支出１５０億２千万円などにより、１７６億８千６百万円

のキャッシュ・アウトとなりました。 

 なお、有利子負債の当期末残高は、前期末に比べ６２億２千７百万円減少し２，１０４億６千４百万円となりまし

た。 

 また、現金及び現金同等物の当期末残高は、前期末に比べ５３億８千２百万円減少し３５８億６百万円となりまし

た。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成25年3月期 平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期 平成29年3月期 

 自己資本比率（％） ３１．４％ ３４．５％ ３７．０％ ３９．２％ ４０．４％ 

 時価ベースの自己資本比率

（％） ２７．１％ ２８．７％ ２８．０％ ３１．０％ ３７．５％ 

 キャッシュ・フロー 

 対有利子負債比率（年） ５．３年 ６．６年 ３．９年 ３．２年 ３．９年 

 インタレスト・カバレッ 

 ジ・レシオ（倍） １２．５倍 １２．３倍 ２５．６倍 ３２．２倍 ３３．１倍 

   各指標の計算根拠

   自己資本比率：（純資産－新株予約権－非支配株主持分）／総資産

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

   キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

   インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

   ※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

   ※株式時価総額は期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

   ※キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上され

ている長短借入金、コマーシャル・ペーパー、社債、転換社債、リース債務を対象としております。また、利払

いについては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

- 6 -

宇部興産㈱ (4208) 平成29年3月期 決算短信



(4)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は配当の実施を株主に対する重要責務として認識し、業績に対応した配当を行うことを基本方針としておりま

す。一方、株主の中長期的な利益確保を図るうえで、財務体質のさらなる改善や将来の事業拡大のための内部留保の

充実も重要と考えておりますので、これらを総合的に勘案して株主総会に付議する株主配当案を決定しております。

当期を初年度とする中期経営計画において、連結配当性向は原則として親会社株主に帰属する当期純利益の３０％

以上としており、当期につきましては１株当たり６円の期末配当を予定しております。

なお、次期につきましては１株当たり６円の期末配当を予定しており、今後も業績の向上に伴い着実な増配を目指

します。

 

(5)今後の見通し 

今後の経済情勢につきましては、国内景気は緩やかな回復基調が続くことが期待されるものの、為替や原燃料価格

の先行き、米国・欧州における政治・経済・金融政策の動向など、不透明感の強い状況が続くことが見込まれます。 

こうした情勢を踏まえ、次期の業績見通しについては、平成２９年４月から平成３０年３月までの為替水準を１ド

ル＝１１０円、国産ナフサ１ｋｌ＝４１，８００円、豪州炭価格１トン＝１０，９３２円と想定し、次のとおり予想

しております。 

 

連結売上高は、化学セグメントの販売数量増や価格改善をはじめとして各セグメントの増収により７，０００億

円、連結営業利益は、化学セグメントでの販売数量増等により４００億円と予想しております。連結経常利益は 

３８０億円、親会社株主に帰属する当期純利益は２４５億円と予想しております。 

次期のフリー・キャッシュフロー（営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローの合

計額）は、当期に比べ、税金等調整前当期純利益の増加等により、増加すると予想しております。 

 有利子負債の期末残高については、当期末に比べ１０４億円減少の２，０００億円と見込んでおります。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

平成30年3月期 ７，０００億円 ４００億円 ３８０億円 ２４５億円

平成29年3月期 ６，１６５億円 ３４９億円 ３３３億円 ２４１億円

増 減 率 １３．５％ １４．４％ １３．９％ １．３％

 

セグメント別連結売上高 

項  目 化学 医薬 建設資材 機械 
エネルギー・ 

環境 
その他 

セグメント間の

内部売上高 

消去 

平成30年

3月期

３，１００ 

億円 

１００ 

億円 

２，３００ 

億円 

９００ 

億円 

７００ 

億円 

５０ 

億円 

△１５０ 

億円 

平成29年

3月期

２，５８３ 

億円 

１０９ 

億円 

２，２７２ 

億円 

７１６ 

億円 

５９７ 

億円 

１２５ 

億円 

△２３９ 

億円 

増 減 率 ２０．０％ △８．９％ １．２％ ２５．６％ １７．１％ △６０．１％ － 

 

セグメント別連結営業利益 

項  目 化学 医薬 建設資材 機械 
エネルギー・ 

環境 
その他 

調整額 

（注） 

平成30年

3月期
１８０億円 ２０億円 １３０億円 ５０億円 ２５億円 １０億円 △１５億円 

平成29年

3月期
９６億円 ２４億円 １６２億円 ３６億円 ２８億円 ７億円 △７億円 

増 減 率 ８６．４％ △１９．９％ △２０．１％ ３６．２％ △１２．４％ ３２．６％ － 

（注）調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しない一般管理費等）及びセグメン

ト間取引消去額の合計額です。
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